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時　　　期（年） 鋳造期間 鋳造量 在高（指数）
1636―40（寛永13―17） 4年間 275 275
1656―59（明暦2―万治2） 4年間 50 325
1668―83（寛文8―天和3） 16年間 197 522（100）
1697―1708（元禄10―宝永5） 11年間 208 730（140）
1714―19（正徳4―享保4） 5年間 50 780（149）





1768―88（明和5―天明8） 21年間 ＊④215 2,426（464）
1821―25（文政4―8） 4年間 ④32 2,458（471）
1835―37（天保6―8） 2年間 鉄①8
1835―41（天保6―12） 6年間 百397 2,863（548）










1865―68（慶応元―4） 3年間 ＊百1,811 6,563（1,257）
典拠： 日本銀行調査局編『図録 日本の貨幣』2～ 4（東洋経済新報社，1973―74年）を基本にし，佐藤忠三郎編「旧
貨幣表」（三井高維編『新稿両替年代記関鍵』巻一，資料編，岩波書店，1933年，789―90頁），および弘化
期以降の百文銭は安国良一「天保通宝の鋳造について」（2018年1月開催の貨幣史研究会報告資料）を合わ
せて推計。
注：1 　＊印は，安国良一による修正値。＊＊印は「再度世上へ散布」の量。＊＊＊印は永年摩耗量。
　　2　 ①，④，百はそれぞれ1文銭，4文銭，百文銭。明和期以前はすべて1文銭。
　　3　 銅，鉄は，それぞれ銅銭，鉄銭。
　　4　鋳造期間は，複数の鋳造所ある場合，開始と停止期の通算期間。
　　5　鋳造量のうち，「－（マイナス）」数字は市場より回収，海外流出ないし摩耗消失の量。
　　6 　1847―58年と1859―62年百文銭鋳造高は，1847―62年鋳造高合計をもとに，月別（閏月含む）で案分。また，
鋳造期間不明の「別廉」百文銭計168万貫文は，慶応期にまとめて算入。
（単位　万貫文）
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名古屋学院大学論集
られる。鋳造後数年も経過しない明治初年の記録に大きな誤りは考えにくいので，当時の幕府の
意向にもかかわらず精鉄4文銭鋳造が計画通りに進まなかったと見るべきであろう。そこで，幕
末期鉄4文銭在高は「旧貨幣表」の40万貫文とする。
　なお，文久永宝については『図録』にもとづく推計が350万貫文，「旧貨幣表」では133.7万貫
文となっている。後者は1枚15文評価であるので，額面4文で評価すれば356万貫文となり，ほ
とんど一致している。精鉄4文銭と異なり，文久永宝の記録が詳細であったため，明治初年デー
タとほとんど乖離なかったのであろう。
　以上，「旧貨幣表」との対比検討による現段階でもっとも信頼できる近世銭貨鋳造推移表を銭
貨種別ごとに表1で示した。安政開国以降，急速に貨幣素材による差別化が進み，銭貨の同じ額
面でも銅銭，真鍮銭と鉄銭では明確に評価の差額が生じた。それにより「旧貨幣表」では各種銭
貨在高はこの評価額で明示されている 23）が，ここでは徳川全期を考察対象とし，金銀貨在高との
対比評価の便宜もあり，あえて額面通りの在高で表示した。
むすび
　『図録 日本の貨幣』で詳しく検討された近世銭貨増鋳動向を明治初年に記録された「旧貨幣表」
と対比検討した結果，これまであきらかではなかった退蔵・消失銭貨や密鋳銭，密輸出銭の動向
を加味し，以下のように把握できるようになった。
　1　 まず銅1文銭については「旧貨幣表」が大量の在高を見落としていることを明白にしてい
る一方，『図録』記述が百文銭については逆に幕末期の巨額鋳造高を見落としていることが
あきらかとなった。銅1文銭は近世中期まではともかく，安政開国以降歩増し通用される
ようになってようやく市場に出回るようになったと考えられるが，それ以前は多くが国内
すみずみに行きわたり，商人や富農層の非常備蓄用に「退蔵」されていたことがうかがわ
れる 24）。その在高は「旧貨幣表」が示す9.4万貫文よりはるかに多く，1,268万貫文であった。
　2　 つぎに鉄1文銭については，『図録』記述にもとづく推計が元文期初鋳以降累計高869万貫
文となるのに対し，「旧貨幣表」は633万貫文と差額が生じた。これは明和期大量鋳造以前
の累計高265万貫文に近似しており，銅銭にくらべより使用頻度の高い鉄銭が摩耗消失し
たものと解釈でき，「旧貨幣表」データが実態に近いと判断できた。
　3　 真鍮4文銭については，開国以降の銅銭流出の対象となった記述を目にすることは乏しかっ
た。しかし，ここでの両出典対比では，累計鋳造額が253万貫文見込まれたのに対して幕
23）　銭貨種別ごとの歩増しに留意して幕末期銭貨供給高を推計した研究がすでに出されている（藤井典子
「幕末期の貨幣供給：万延二分金・銭貨を中心に」『金融研究』35―2，2016年）。
24）　明治初年記録の銭貨歩増し情報により，幕末期においても同様割合の歩増しがおこなわれたような理
解がおこなわれやすいが，慶応元年時点での鉄1文銭基準の相場で，銅1文銭がまだ4文（耳白銭・文
銭は6文）と，のちの10文評価とくらべてまだ割安にとどまっており，退蔵銅銭が大量に出回る状況に
はいたっていなかった。
徳川時代の銭貨在高
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末期在高はわずか63万貫文であった。同4文銭には銅が7割前後含まれており，ために慶
応元年評価では銅1文銭に近い3倍の12文歩増し通用となっている。銅1文銭大量流出の
かげで真鍮銭も190万貫文流出したと見なければならない 25）。ただしもう一つ，真鍮銭の銅
含有性から，開国期以降大量に鋳造された百文銭に鋳直された可能性も銅1文銭同様に推
定できるが，いまのところ手がかりは得られず，今後の課題である。
　4　 『図録』からの情報でもっとも修正を要するのは，弘化期以降の百文銭在高である。明治
初年の巨額なその在高はこれまでも知られていたが，その間の空白期の動向が安国良一に
よってあきらかにされた。とくに弘化―安政期と慶応期に銭貨在高構成を大きく変える増
鋳がおこなわれた。
　5　 開国後の銅1文銭，真鍮4文銭流出という状況下，幕府はより鋳造コストの安い精鉄4文銭
鋳造を計画したが，『図録』では288万貫文が見込まれた。しかし，「旧貨幣表」では額面
高で40万貫文にすぎなかった。幕府の強い意向にもかかわらず，市場での受容拒絶反応な
どもあって計画通りには進まなかった，と解釈するほかないであろう。
　6　 以上のような比較検討の結果，慶応末年（1868）段階での銭貨在高は額面合計で6,563万
貫文となる。これは当時の江戸金銭相場（1両＝約9貫文）で換算し，約700万両となる。
しかもそのうち64％が百文銭（天保通宝）であり，幕末期に急速に銭貨の主役の地位を占
めるようになったことが知られる。
25）　真鍮4文銭も退蔵され，銅1文銭同様に「旧貨幣表」が在高を見落としたと解釈することも可能であろ
う。ここでは両銭貨初鋳年に100年以上の時差があり，よりあたらしい真鍮銭の方が市場に出回る割合
が多く，ために海外へも流出しやすかったと解釈する。
